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C H A P T E R 5
機能、テンプレート、サービス、
およびユーザの設定

Cisco Unified IP Phone をネットワークに設置し、ネットワーク設定値を設定し、

それを Cisco Unified CallManager に追加した後は、Cisco Unified CallManager の管

理アプリケーションを使用して、テレフォニー機能の設定、電話テンプレートの

修正（オプション）、サービスの設定、およびユーザの割り当てを行う必要があ

ります。

この章では、これらの設定手順の概要を説明します。手順の詳細な説明について

は、Cisco Unified CallManager のマニュアルを参照してください。

ユーザへの情報の提供方法、および提供すべき情報の種類については、付録 A

「Web サイトによるユーザへの情報提供」を参照してください。

英語以外の環境に電話機を設定する方法については、付録 B「各言語ユーザのサ

ポート」を参照してください。

この章は、次の項目で構成されています。

• Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能（P.5-2）

• 社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定（P.5-17）

• 電話ボタン テンプレートの変更（P.5-19）

• ソフトキー テンプレートの設定（P.5-20）

• サービスの設定（P.5-21）

• Cisco Unified CallManager へのユーザの追加（P.5-22）

• ユーザ オプション Web ページの管理（P.5-23）
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Cisco Unified IP Phone を Cisco Unified CallManager に追加した後、その電話機に

機能を追加することができます。表 5-1 は、サポート対象のテレフォニー機能の

リストを示しています。これらの機能の多くは、Cisco Unified CallManager の管

理ページを使用して設定できます。参照先の欄は、設定手順や関連情報が記載さ

れている Cisco Unified CallManager およびその他のマニュアルを示しています。

電話機の機能の使用方法については、『Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE お

よび 7941G/7941G-GE 電話ガイド』を参照してください。電話機の機能の一覧に

ついては、『Cisco Unified IP Phone Features A － Z』を参照してください。

（注） Cisco Unified CallManager の管理ページでは、各種テレフォニー機能の設定に使

用できるいくつかのサービス パラメータも用意しています。サービス パラメー

タの詳細、およびサービス パラメータによって制御される機能の詳細について

は、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』を参照してく

ださい。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能

機能 説明 設定参照先

固定短縮ダイヤル 電話機のキーパッドに割り当てられたイ

ンデックス コード（1 ～ 99）を入力する

と、短縮ダイヤルで電話をかけられます。

インデックス コードの割り当ては、ユー

ザ オプション Web ページで行います。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
自動応答 呼び出し音が 1 ～ 2 回鳴った後で着信

コールに自動的に接続します。

自動応答は、スピーカフォンまたはヘッド

セットのいずれかで機能します。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager アドミニストレーショ

ン ガイド』の「電話番号の設定」の

章を参照してください。

自動ピックアップ ユーザがコール ピックアップ、グループ

コール ピックアップ、およびその他のグ

ループ コール ピックアップをワンタッチ

で使用できるようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「ピックアップ グループの設

定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「コール ピッ

クアップおよびグループ コー

ル ピックアップ」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
割り込み ユーザが共有回線上の非プライベート

コールに参加できるようにします。割り込

み機能には、C 割り込みと割り込みがあり

ます。

• C 割り込みでは、ユーザはコールに追

加され、コールが会議に切り替えらま

す。他の参加者が会議機能にアクセス

できるようになります。

• 割り込みでは、ユーザはコールに追加

されますが、コールが会議に切り替え

られることはありません。

割り込みでは、次の 2 つの会議モードがサ

ポートされています。

• ターゲット デバイス（割り込み先の電

話機）での組み込みの Conference
Bridge。このモードでは、［割込み］ソ

フトキーが使用されます。

• 共有された Conference Bridge。この

モードでは、［C 割込］ソフトキーが

使用されます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の「割

り込みとプライバシー」の章

外線コールの外部転

送禁止

外線コールを別の外線番号へ転送するこ

とを禁止します。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager 機能およびサービス

ガイド』の「External Call Transfer

Restrictions の機能」の章を参照して

ください。

ビジー ランプ 

フィールド（BLF）

短縮ダイヤル

ユーザは、短縮ダイヤル ボタンに関連付

けられた電話番号（DN）のコール状態を

監視できます。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager 機能およびサービス

ガイド』の「プレゼンス」の章を参

照してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
コールの表示制限 コールに関与している通話相手に応じて、

発信している回線または接続されている

回線のどちらの情報を表示するかを決定

します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「ルート プラ

ンの概要」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の

「Call Display Restrictions 機能」

の章

コール転送 ユーザが着信コールを別の番号にリダイ

レクトできるようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

コール パーク コールをいったんパーク（一時的に保存）

し、その後で Cisco Unified CallManager シ

ステムの別の電話機を使用してそのコー

ルを取得できるようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「コール パーク」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の

「コール パーク」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
コール ピックアッ

プ

同じピックアップ グループ内の他の電話

機が呼び出されているときに、それを自分

の電話機に転送します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「ピックアップ グループの設

定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「コール ピッ

クアップ」の章

コール待機 電話中に新しい着信コールの呼び出し音

が鳴っていることを知らせます（応答する

こともできます）。着信コール情報が電話

機の LCD スクリーンに表示されます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

発信者 ID 電話番号、氏名など発信者の識別情報を電

話機の LCD スクリーンに表示します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「ルート プラ

ンの概要」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の

「Call Display Restrictions 機能」

の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Cisco Call Back ビジーまたは通話不能だった相手が通話

可能になったときに、ユーザに対して呼び

出し音を鳴らしてメッセージを表示しま

す。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機
能およびサービス ガイド』の

「Cisco Call Back」の章

Cisco IP Manager 

Assistant（Cisco 

IPMA）

コール ルーティング サービスの提供、マ

ネージャ用の電話機能の強化、主にアシス

タントが使用するデスクトップ インター

フェイスの提供により、マネージャとアシ

スタントの共同作業の効率を向上するこ

とができます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco IPMA Configuration
Wizard」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco IP
Manager Assistant」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機
能およびサービス ガイド』の

「プロキシ回線サポートのある

Cisco IP Manager Assistant」およ

び「共有回線サポートのある

Cisco IP Manager Assistant」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
クライアント マ

ターコード（CMC）

ユーザは、コールが特定のクライアント

マターに関連するように指定できます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「クライアント マターコード」

の章

• 『Cisco Unified CallManager 機
能およびサービス ガイド』の

「Client Matter Codes と Forced
Authorization Codes」の章

会議 ユーザが各参加者にコールし、複数の相手

と同時に会話できるようにします。会議機

能には、会議、参加、C 割り込み、および

ミートミーがあります。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照

してください。

設定可能なコール転

送の表示

コールの転送時に電話機に表示される情

報を指定できます。この情報には、発信者

の名前、電話番号、転送先の番号、および

初にダイヤルされた番号が含まれます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

直接転送 ユーザが 2 つのコールを相互に接続でき

るようにします（ユーザの回線には残りま

せん）。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照

してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
エクステンション

モビリティ サービ

ス

電話機のエクステンション モビリティ

サービスにログインして、共有 Cisco

Unified IP Phone に一時的に電話番号と

ユーザ プロファイルを割り当てることが

できるようにします。

エクステンション モビリティは、ユーザ

が社内のさまざまな場所から作業する場

合や、同僚と作業空間を共有している場合

に役に立ちます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager 機
能およびサービス ガイド』の

「Cisco Unified CallManager エク

ステンション モビリティ」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
CallManager エクステンション

モビリティ機能および電話機

へのログイン機能」の章

ファースト ダイヤ

ル サービス

ファースト ダイヤル コードを入力して

コールを発信できるようにします。ファー

スト ダイヤル コードは、電話番号または

個人アドレス帳のエントリに割り当てる

ことができます（この表の「サービス」を

参照）。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone サービ

スの設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone サービス」の章

Forced Authorization

Code（FAC）

特定のユーザが発信できるコールの種類

を制御します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager 機
能およびサービス ガイド』の

「Client Matter Codes と Forced
Authorization Codes」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
グループ コール

ピックアップ

グループ ピックアップ コードを使用し

て、他のグループの電話機で呼び出し音が

鳴っているコールに応答できるようにし

ます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「ピックアップ グループの設

定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「コール ピッ

クアップ」の章

保留 接続されたコールの状態をアクティブか

ら保留にできるようにします。

この機能は、保留音（Music-on-Hold）

を使用する場合を除いて、設定する

必要はありません。詳細について

は、この表内の「保留音」を参照し

てください。

即時転送 着信コールをボイス メッセージ システム

に直接転送できるようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機
能およびサービス ガイド』の

「即時転送」の章

参加 1 回線上にある 2 つ以上のコールに参加し

て電話会議を開催し、回線上に留まること

ができます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• P.5-20 の「ソフトキー テンプ

レートの設定」

• 『Cisco Unified CallManager シ
ステム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
迷惑呼の発信者 ID

（MCID）

ユーザが受信した不審なコールについて

システム管理者に通知できるようにしま

す。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機
能およびサービス ガイド』の

「Malicious Call Identification」の
章

ミートミー会議 ユーザがミートミー会議を開催できるよ

うにします。ミートミー会議では、他の参

加者は指定の時刻に指定の番号に電話を

かけます。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager アドミニストレーショ

ン ガイド』の「ミートミー番号 / パ

ターンの設定」の章を参照してくだ

さい。

メッセージ受信イン

ジケータ

受話器のランプで、1 つまたは複数の新し

いボイス メッセージが届いていることを

示します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「メッセージ受信の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「ボイスメール

の Cisco Unified CallManager へ
の接続性」の章

Multilevel Precedence 

and Preemption

（MLPP）

電話システム内のコールに優先順位を付

けられるようにします。この機能は、ユー

ザが緊急または重要なコールを発信およ

び受信しなければならないような環境で

作業している場合に使用します。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager 機能およびサービス

ガイド』の「Multilevel Precedence and

Preemption」の章を参照してくださ

い。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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保留音 発信者が保留になっている間、音楽を再生

します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Music On Hold オーディオ

ソースの設定」および「Music
On Hold サーバの設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「保留音」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の

「Music On Hold」の章

オンフック コール

転送

［転送］ソフトキーを 1 回押してオンフッ

クにするだけで、コールを転送できるよう

にします。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照

してください。

他のグループ ピッ

クアップ

ユーザのグループに関連付けられた他の

グループの電話機で呼び出し音が鳴って

いるコールに応答できるようにします。

（この表の「コール ピックアップ」および

「グループ コール ピックアップ」も参照。）

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「ピックアップ グループの設

定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「コール ピッ

クアップ」の章

プレゼンス対応ディ

レクトリ

ユーザは、コール ログ、短縮ダイヤル、お

よび社内ディレクトリに一覧された別の

電話番号（DN）のコール状態を監視でき

ます。DN の BLF にコール状態が表示され

ます。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager 機能およびサービス

ガイド』の「プレゼンス」の章を参

照してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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プライバシー 回線を共有するユーザ間で、ユーザをコー

ルに追加したり、他のユーザのコールに関

する情報を電話機の LCD スクリーンに表

示したりできないようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の「割

り込みとプライバシー」の章

Quality Reporting 

Tool（QRT）

電話機の［品質］ソフトキーを使用して、

ユーザが問題のあるコールに関する情報

を送信できるようにします。QRT とユー

ザとの相互対話の必要量に応じて、2 つの

ユーザ モードのどちらかに対して QRT を

設定できます。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の

「Quality Report Tool」の章

リダイヤル ボタンを押すと 後にダイヤルした電話

番号にコールできるようにします。

この機能は設定する必要はありま

せん。

呼び出し音の設定 電話機に別のアクティブ コールが着信し

た場合に、回線で使用される呼び出し音の

タイプを指定します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能
およびサービス ガイド』の「カ

スタム電話呼び出し音」の章

• P.6-3 の「カスタム呼び出し音

の作成」

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
サービス Cisco Unified CallManager の管理ページ

で、システム管理者が［IP Phone サービス

の設定 (IP Phone Services Configuration)］メ

ニューを使用して、ユーザが登録できる電

話サービスのリストを定義および管理で

きるようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone サービス」の章

サービス URL ボタ

ン

電話機の［サービス］メニューを使用せず

に、プログラマブル ボタンからサービス

にアクセスできるようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone サービス」の章

共有回線 複数の電話機で同じ電話番号を共有した

り、電話番号を同僚と共有したりできるよ

うにします。

詳細については、『Cisco Unified

CallManager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照

してください。

短縮ダイヤル あらかじめ電話番号を保存しておき、電話

をかけるときにはそれに対して指定した

番号をダイヤルします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」

の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Cisco Unified
IP Phone」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
Time-of-Day ルー

ティング

指定されたテレフォニー機能へのアクセ

スを時間で制限します。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「時間帯の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「Time-of-Day
ルーティング」の章

転送 ユーザが接続されたコールを自分の電話

機から別の番号にリダイレクトできるよ

うにします。

この機能は設定する必要はありま

せん。

ビデオ モード システムに設定されたモードに応じて、

ユーザはテレビ会議を表示するためのビ

デオ表示モードを選択できます。 

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• P.5-20 の「ソフトキー テンプ

レートの設定」

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Conference Bridge の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「ビデオ テレ

フォニーの概要」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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Cisco Unified IP Phone で使用可能なテレフォニー機能
ビデオ サポート 電話機のビデオ サポートを有効にしま

す。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Conference Bridge の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「ビデオ テレ

フォニーの概要」の章

• 『Cisco VT Advantage アドミニス
トレーション ガイド』の「Cisco
VT Advantage の概要」の章

ボイス メッセージ

システム

コールに応答がない場合、発信者がメッ

セージを残すことができるようにします。

詳細については、次の箇所を参照し

てください。

• 『Cisco Unified CallManager アド
ミニストレーション ガイド』の

「Cisco ボイスメール ポートの

設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager シス
テム ガイド』の「ボイスメール

の Cisco Unified CallManager へ
の接続性」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 設定参照先
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社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定
社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE では、ユーザが

ディレクトリ ボタンを使用して、さまざまなディレクトリにアクセスできます。

ディレクトリには次の 2 種類があります。

• 社内ディレクトリ：ユーザが社内従業員の電話番号を検索できます。

この機能を使用するには、システム管理者が社内ディレクトリを設定する必

要があります。詳細については、P.5-17 の「社内ディレクトリの設定」を参

照してください。

• パーソナル ディレクトリ：ユーザが個人の電話番号を保存できます。

この機能を使用するには、パーソナル ディレクトリを設定するためのソフ

トウェアを、管理者がユーザに提供する必要があります。詳細については、

P.5-18 の「パーソナル ディレクトリの設定」を参照してください。

社内ディレクトリの設定

Cisco Unified CallManager では、LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）ディ

レクトリを使用して、Cisco Unified CallManager とインターフェイスする Cisco

Unified CallManager アプリケーションのユーザに関する認証と許可の情報が保

存されます。認証によって、システムにアクセスするためのユーザ権限が確立さ

れます。一方、許可は、ユーザが使用許可を持つテレフォニー リソース（特定

の内線番号など）を指定するものです。

これらの機能をインストールおよび設定するには、『Cisco Customer Directory 設

定用プラグインのインストールおよびその設定』を参照してください。このマ

ニュアルは、Cisco Unified CallManager を、Microsoft Active Directory および

Netscape Directory Server と統合する設定プロセスについて説明しています。

LDAP ディレクトリの設定が完了すると、Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE

および 7941G/7941G-GE の社内ディレクトリ サービスを使用して、社内ディレ

クトリ内のユーザを検索できます。
5-17
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified CallManager 5.0（SCCP）

OL-8149-01-J



第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定
パーソナル ディレクトリの設定

パーソナル ディレクトリには、次の機能があります。

•  個人アドレス帳（PAB）

• 個人ファースト ダイヤル（ファースト ダイヤル）

• アドレス帳同期ツール（TABSynch）

次の方法でパーソナル ディレクトリの機能にアクセスできます。

• Web ブラウザ：Cisco Unified CallManager のユーザオプション Web ページか

ら PAB およびファースト ダイヤル機能にアクセスできます。

• Cisco Unified IP Phone：［ディレクトリ］>［パーソナル ディレクトリ］を選

択して、電話機から PAB およびファースト ダイヤル機能にアクセスできま

す。

• Microsoft Windows アプリケーション：TABSynch ツールを使用して、PAB を
Microsoft Outlook と同期させることができます。

Web ブラウザからパーソナル ディレクトリを設定するには、ユーザはユーザ オ

プション Web ページにアクセスする必要があります。また、ユーザに URL とロ

グイン情報を提供する必要があります。 

Microsoft Outlook と同期させるには、ユーザは管理者から提供された TABSynch

ユーティリティをインストールする必要があります。ユーザに配布する

TABSynch ソフトウェアを入手するには、Cisco Unified CallManager の管理ページ

で［アプリケーション］>［プラグイン］の順に選択し、Cisco IP Phone Address

Book Synchronizer をクリックします。
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電話ボタン テンプレートの変更
電話ボタン テンプレートを使用すると、機能を回線 / 短縮ダイヤル ボタンに割

り当てられます。

テンプレートを変更してから電話機をネットワークに登録するのが、適切な方法

です。この方法によって、登録時に Cisco Unified CallManager の管理ページから、

カスタマイズ済みの電話ボタン テンプレート オプションにアクセスできます。

電話ボタン テンプレートを変更するには、Cisco Unified CallManager の管理ペー

ジで、［デバイス］>［デバイスの設定］>［電話ボタン テンプレート］の順に選

択します。電話ボタン テンプレートを電話機に割り当てるには、Cisco Unified

CallManager の管理ページの［電話の設定 (Phone Configuration)］ページの［電話

ボタンテンプレート (Phone Button Template)］フィールドを使用します。詳細に

ついては、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』および

『Cisco Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE の標準テンプレートでは、ボタン 1 と 2

は回線用に、ボタン 3 ～ 6 は短縮ダイヤルとして、またはサービスへのアクセス

用に使用します。電話機の他の機能（コール パーク、コール転送、リダイヤル、

保留、復帰、ボイス メッセージ システム、会議など）を使用する場合は、Cisco

Unified IP Phone 7961G/7961G-GE のソフトキーを使用します。

Cisco Unified IP Phone 7941G/7941G-GE の標準テンプレートでは、ボタン 1 と 2

は回線用に使用します。電話機の各機能（コール パーク、コール転送、リダイ

ヤル、保留、復帰、ボイス メッセージ システム、会議など）を使用する場合は、

Cisco Unified IP Phone 7941G/7941G-GE のソフトキーを使用します。
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ソフトキー テンプレートの設定
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE でサポートされ

ているアプリケーションに関連付けるソフトキーは、Cisco Unified CallManager

の管理ページを使用して管理できます。Cisco Unified CallManager では、2 種類の

ソフトキー テンプレート（標準と非標準）をサポートしています。標準ソフト

キー テンプレートは、標準ユーザ、標準機能、標準 IPMA アシスタント、標準

IPMA マネージャ、および標準 IPMA 共有モード マネージャで構成されていま

す。ソフトキーをサポートしているアプリケーションには、1 つまたは複数の標

準のソフトキー テンプレートを関連付けることができます。標準のソフトキー

テンプレートを変更するには、そのコピーを作成して別の名前を付け、コピーし

たソフトキー テンプレートに変更を加えます。非標準のソフトキー テンプレー

トも変更できます。

ソフトキー テンプレートを設定するには、Cisco Unified CallManager の管理ペー

ジで、［デバイス］>［デバイスの設定］>［ソフトキー テンプレート］の順に選

択します。ソフトキー テンプレートを電話機に割り当てるには、Cisco Unified

CallManager の管理ページの［電話の設定 (Phone Configuration)］ページの［ソフ

トキーテンプレート (Softkey Template)］フィールドを使用します。詳細について

は、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』および『Cisco

Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。
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サービスの設定
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE のサービス ボタ

ンを使用することによって、ユーザは各種の Cisco Unified IP Phone サービスにア

クセスできます。また、電話機のプログラマブル ボタンにサービスを割り当て

ることもできます（詳細については、『Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE お

よび 7941G/7941G-GE 電話ガイド』を参照してください）。これらのサービスは、

XML アプリケーションで構成されているので、電話機でテキストとグラフィッ

クスを使用した対話型のコンテンツの表示が可能です。たとえば、地元の映画館

の上映時間、株価情報、天気予報のようなサービスがあります。

ユーザがサービスにアクセスできるようにするには、次の作業を行っておく必要

があります。

• Cisco Unified CallManager の管理ページを使用して、利用可能なサービスを

設定します。

• ユーザは、Cisco Unified CallManager のユーザ オプション アプリケーション

を使用して、サービスに登録します。この Web ベースのアプリケーションが

提供する GUI（グラフィカル ユーザ インターフェイス）を使用すると、エン

ド ユーザは IP Phone のアプリケーションの設定を一部行うことができます。

サービスを設定する前に、設定するサイトの URL アドレスをすべて入手し、ユー

ザが社内 IP テレフォニー ネットワークからこれらのサイトにアクセスできるか

どうかを確認してください。

これらのサービスを設定するには、Cisco Unified CallManager の管理ページで、

［デバイス］>［デバイスの設定］>［IP Phone サービス］の順に選択します。詳

細については、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』お

よび『Cisco Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。

これらのサービスを設定した後、ユーザが Cisco Unified CallManager のユーザ オ

プション Web ページにアクセスできるかどうかを確認してください。このペー

ジでは、ユーザは設定済みのサービスを選択し、登録することができます。シス

テム管理者がエンド ユーザに提供する必要のある情報については、P.A-4 の

「サービスへの登録方法と電話機能の設定方法」を参照してください。

（注） エクステンション モビリティ サービスをユーザ用に設定するには、『Cisco 
Unified CallManager 機能およびサービス ガイド』を参照してください。
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Cisco Unified CallManager へのユーザの追加
Cisco Unified CallManager にユーザを追加すると、ユーザに関する情報を表示お

よび保持することができます。また、各ユーザは次のタスクを実行できるように

なります。

• Cisco Unified IP Phone から、社内ディレクトリやその他のカスタマイズされ

たディレクトリにアクセスする。

• パーソナル ディレクトリを作成する。

• 短縮ダイヤル番号とコール転送番号を設定する。

• Cisco Unified IP Phone からアクセスできるサービスに登録する。

次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified CallManager にユーザを追加でき

ます。

• ユーザを個別に追加するには、Cisco Unified CallManager の管理ページを使

用し、［ユーザ管理］>［エンド ユーザ］の順に選択します。

ユーザの追加の詳細については、『Cisco Unified CallManager アドミニスト
レーション ガイド』を参照してください。ユーザ情報の詳細については、

『Cisco Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。

• ユーザを一括して追加するには、Bulk Administration Tool を使用しまする。

この方法では、すべてのユーザに対して同じデフォルト パスワードを設定

することもできます。

詳細については、『Cisco Unified CallManager Bulk Administration ガイド』を

参照してください。
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ユーザ オプション Web ページの管理
ユーザ オプション Web ページから、ユーザは電話機のいくつかの機能と設定を

カスタマイズおよび制御することができます。ユーザ オプション Web ページの

詳細については、『Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 

7941G/7941G-GE 電話ガイド』を参照してください。

ユーザへのユーザ オプション Web ページに対するアクセス権限の付与

ユーザがユーザ オプション Web ページにアクセスできるようにするには、シス

テム管理者は Cisco Unified CallManager の管理ページを使用してユーザをエンド

ユーザとして設定する必要があります。また、適切な電話機をユーザに関連付け

る必要があります。これらの手順を実行するには、Cisco Unified CallManager の

管理ページから［ユーザ管理］>［エンド ユーザ］の順に選択します。

詳細については、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』の

「エンド ユーザの設定」の項を参照してください。

ユーザ オプション Web ページに表示されるオプションの指定

デフォルトでは、ユーザ オプション Web ページのすべてのオプションが表示さ

れます。ただし、次の 2 つのオプションはデフォルトでは表示されません。

• Show Ring Settings

• Show Line Text Label Settings

Cisco Unified CallManager の管理ページのエンタープライズ パラメータの設定値

を使用して、ユーザ オプション Web ページに表示するオプションを制御できま

す。

（注） この設定は、社内のすべてのユーザ オプション Web ページに適用されます。

ユーザ オプション Web ページに表示するオプションを指定するには、次の手順

を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CallManager の管理ページで、［システム］>［エンタープライズ パ

ラメータ］を選択します。

［エンタープライズパラメータ設定 (Enterprise Parameters Configuration)］ページが

表示されます。

ステップ 2 CCMUser Parameters エリアで、パラメータの［パラメータ値 (Parameter Value)］

ドロップダウン リストから次のいずれかの値を選択して、パラメータをユーザ

オプション Web ページに表示するかどうかを指定します。

True：オプションはユーザ オプション Web ページに表示されます（デフォルト）。

False：オプションはユーザ オプション Web ページに表示されません。
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